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感染症発生動向調査事業におけるウイルス検出状況（平成 21 年度） 
 

前田詠里子 斉藤義治 

 
１ はじめに 

熊本市感染症発生動向調査実施要綱に基づく平成 21 年度のウイルス検査の結果について報告

する。 
 

２ 材料及び方法 
熊本市の病原体定点である市内 6 医療機関（小児科定点 1、インフルエンザ定点 2、基幹定点 3）

で採取され、感染症対策課により搬入された髄液、咽頭ぬぐい液及び糞便等の検体 125 検体を検

査材料とした。月別・疾患別検体受付数を表 1 に示した。疾患別では新型インフルエンザの影響

もありインフルエンザが最も多く 59 検体、次いで感染性胃腸炎が 30 検体であり、手足口病とウ

イルス性発疹はそれぞれ 14 検体が搬入された。 

 
表 1 月別・疾患別検体受付数 

臨床診断名 
検
体
数 

2009 年 2010 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

インフルエンザ 59         3 3   12 25 9 6 1 

感染性胃腸炎 30 3 5 2 1     4 4 4 2 2 3 

手足口病 14 1 1 1 8 3               

ウイルス性発疹 14 1   2 9   1     1       

無菌性髄膜炎 2                     1 1 

急性脳炎 2 2                       

RS ウイルス感染症 2                 1 1     

上気道炎 1       1                 

咽頭結膜熱 1                       1 

計 125 7 6 5 19 6 4 4 16 31 12 9 6 

 
検査は、4 種類の培養細胞（Vero、Hep2、RD、Caco2）を用いたウイルス分離を基本に、必要に

応じて RT-PCR 法、リアルタイム PCR 法、IC 法、ラテックス凝集法により実施した。分離された

ウイルスは、中和血清を用いた中和試験（NT 試験）、赤血球凝集抑制試験（HI 試験）、直接蛍光抗

体法等で同定した。 
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３ 結果 
疾患別ウイルス検出状況を表 2 に、月別ウイルス検出状況を表 3 にそれぞれ示した。検出され

たウイルスは 16 種、93 株であった。その内訳を主な疾患別にみると、インフルエンザを含めた

呼吸器疾患で 6 種 52 株、感染性胃腸炎で 8 種 23 株、手足口病、ウイルス性発疹で 3 種 18 株であ

った。 

 

表 2 疾患別ウイルス検出状況 

臨床診断名 

検
体
数 

ウ
イ
ル
ス
検
出
検
体
数
（
ウ
イ
ル
ス
検
出
数
） 

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
２
型 

サ
ポ
ウ
イ
ル
ス
Ｇ
Ⅱ 

ア
ス
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
Ｎ
Ｔ 

コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ
イ
ル
ス
Ａ
１
６
型 

コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ
イ
ル
ス
Ａ
６
型 

コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ
イ
ル
ス
Ａ
９
型 

コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ
イ
ル
ス
Ｂ
３
型 

ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ
ル
ス 

 

単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
１
型 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
Ｈ
１
ｐ
ｄ
ｍ
型 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
Ｇ
Ⅱ 

 

ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
１
型 

ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
２
型 

Ａ
群
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス 

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス 

サ
ポ
ウ
イ
ル
ス
Ｇ
Ⅰ 

インフルエンザ 59 48               1 1 46            

感染性胃腸炎 30 21 1 2               
12  

1 2   2 

1 

手足口病 14 9       2 5 2                    

ウイルス性発疹 14 9         1 8                    

無菌性髄膜炎 2 0                                

急性脳炎 2 0                                

RS ウイルス感染症 2 2 1                          1   

上気道炎 1 1             1                  

咽頭結膜熱 1 1 1                              

計 125 
91 

(93) 
3 1 2 2 6 10 1 1 1 46 13 1 1 2 1 2 

 
 (1)  インフルエンザ 

別項で報告したとおり、新型インフルエンザ対応で臨時に搬入された検体では AH1 や AH3 な

どの季節性インフルエンザウイルスも検出されたが、病原体定点由来の検体から検出されたイ

ンフルエンザウイルスはすべて新型インフルエンザウイルスであった。例年と異なり、夏秋に

もインフルエンザの検体が持ち込まれ、さらに陽性率も高かった。その他、単純ヘルペスウイ

ルス 1 型、ヒトメタニューモウイルスが 1 検体ずつから検出された。臨床症状からインフルエ

ンザが疑われても他の呼吸器系のウイルスが検出されることがあるので、今後も検査の範囲を

広げる方向で行うことが重要であると考えられる。 
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表 3 月別ウイルス検出状況 

  

2009 年 2010 年 

計 4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

アデノウイルス 2 型                   1   1 2 

アデノウイルス 2 型＋サポウイルス GⅡ 1                       1 

アストロウイルス NT 1 1                     2 

コクサッキーウイルス A16 型     1 1                 2 

コクサッキーウイルス A6 型       4 2               6 

コクサッキーウイルス A9 型     1 9                 10 

コクサッキーウイルス B3 型       1                 1 

ヒトメタニューモウイルス                       1 1 

単純ヘルペスウイルス 1 型                   1     1 

インフルエンザウイルス AH1pdm 型         3 3   8 22 5 5   46 

ノロウイルス GⅡ   1         4 2   2 1 2 12 

ポリオウイルス 1 型 ＋ノロウイルス GⅡ                 1       1 

ポリオウイルス 2 型               1         1 

A 群ロタウイルス     1                 1 2 

RS ウイルス                 1       1 

サポウイルス GⅠ 1                   1   2 

不検出 4 4 2 4 1 1   5 7 3 2 1 34 

計 7 6 5 19 6 4 4 16 31 12 9 6 125 

 
 (2)  感染性胃腸炎 

最も多く検出されたのはノロウイルス GⅡ型で、30 検体中 13 検体から検出された。また、ポ

リオウイルスが 2 検体から分離されたが、時期的にポリオワクチンの接種時期に近かったこと、

分離されたウイルスの培養上清から抽出したRNAを用いてPCR-RFLPを行ったところワクチン株

の泳動パターンとほぼ同じであったことから、ワクチン由来であると推定された。その他には、

サポウイルス、アストロウイルス、アデノウイルス 2 型、および A 群ロタウイルスが検出され

た。 

 

 (3)  手足口病、ウイルス性発疹 

コクサッキーウイルス A6,A9,A16 の 3 種が分離された。手足口病の代表的なウイルスは CA16

や EV71 であるが、今年多く分離されたのは A6 であった。全国的には EV71 と CA6 が同等、CA16

はその約半数が報告されており、全国的にも CA6 が多く分離されていた。また、ウイルス性発

疹では CA9 が多く分離され、全国的にも同様の傾向を示したことから今年は主に CA9 が流行し

ていたことがうかがえる。 
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 (4) その他 

RS ウイルスを数年ぶりに分離した。また、分離されたウイルスの培養上清から抽出した RNA

を用いて RT-PCR を行った結果、分離された RS ウイルスはサブタイプ A に属することが分かっ

た。 

 


